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きょうかしょ　 　　むしょう　 はいふ                         もんぶかがくしょう　　　　  たいせつ  　しよう

教科書は、無償で配布されます。（文部科学省より） 大切に使用してください。

　　　　      かき 　　 やじるし　　　　　　きょうかしょ　　がくねん　　　  　　　　　　　ふくすうねんしよう

なお、下記の矢印（→）の教科書は学年をまたがって複数年使用します。

教科書 1年 2年 3年

国語 国語 ○ ○ ○

書写 新しい書写 ○

社会科　中学生の地理　世界の姿と日本の国土 ○

中学社会　歴史的分野 ○

新しい社会　公民 ○

中学校社会科地図 ○

数学 数学の世界 ○ ○ ○

理科 未来へひろがるサイエンス ○ ○ ○

中学音楽　１　音楽のおくりもの ○

中学音楽　2.3（上）　音楽のおくりもの ○

中学音楽　2.3（下）　音楽のおくりもの ○

中学器楽　音楽のおくりもの ○

美術１ ○

美術2．3 ○

保健体育 新しい保健体育 ○

新しい技術・家庭　技術分野
未来を創る　Technology

○

新しい技術・家庭　家庭分野
自立と共生を目指して

○

英語 NEW　HORIZON　English　Course ○ ○ ○

道徳 中学道徳　あすを生きる ○ ○ ○

音楽

社会

美術

技術・家庭

きょう か しょ

教 科 書

－１－
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教科書
きょうかしょ

をなくしたときは？ 

 

教科書
きょうかしょ

は初
はじ

めに配られる
くば      

分
ぶん

だけが無償
むしょう

です。なくした場合
ば あ い

は、ご家庭
 か て い

で購入
こうにゅう

してください。 

 

       市内
し な い

で教科書
きょうかしょ

が購入
こうにゅう

できる書店
しょてん

 

 西谷書店    湖南市下田１５１７番地１  TEL  ０７４８－７５－００５１ 

 FAX  ０７４８－７５－３５０７ 

 
 

◆ 義務
ぎ む

教育
きょういく

教科書
きょうかしょ

の無償
むしょう

給与
きゅうよ

制度
せ い ど

とは（文部
も ん ぶ

科学省
かがくしょう

）◆ 

 義務
ぎ む

教育
きょういく

における教科書
きょうかしょ

の無償
むしょう

給与
きゅうよ

制度
せ い ど

は、高知県
こ う ちけ ん

の母親
ははおや

らが取り組んだ
と  く   

基本的
き ほ んて き

人権
じんけん

を守る
まも  

運動
うんどう

の成果
せ い か

とも言える
い   

もので、憲法
けんぽう

第２６条
だい    じょう

に規定
き て い

する「義務
ぎ む

教育
きょういく

は、これを

無償
むしょう

とする」との精神
せいしん

をより広く
ひろ  

実現
じつげん

するものです。次代
じ だ い

を担
にな

うる子ども
こ   

たちに国民的
こくみんてき

自覚
じ か く

を深めさせ
ふか     

、我が国
わ   く に

の繁栄
はんえい

と福祉
ふ く し

に貢献
こうけん

してほしいという国民
こくみん

全体
ぜんたい

の願い
ねが  

をこめて

おこなわれるものです。 

 保護者
ほ ご し ゃ

の皆
みな

さまにおかれましては、この制度
せ い ど

に込められた
こ     

意義
い ぎ

と願い
ねが  

をお子
 こ

さまに

お伝え
 つ た  

になり、教科書
きょうかしょ

を大切
たいせつ

に使う
つか  

ようご指導
  しど う

いただければ幸い
さいわ  

です。 
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台
たい

風
ふう

・地
じ

震
しん

などがおこったとき（非
ひ

常
じょう

変
へん

災
さい

時
じ

の措
そ

置
ち

） 

 

台
たい

風
ふう

や大
おお

雨
あめ

、地
じ

震
しん

による非
ひ

常
じょう

変
へん

災
さい

が予
よ

想
そう

される場
ば

合
あい

、子
こ

どもたちの安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

のため、下
か

記
き

のよう

に対
たい

処
しょ

しますので、ご留
りゅう

意
い

いただきご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いいたします。 

 

《「特別
とくべつ

警
けい

報
ほう

」「暴
ぼう

風
ふう

を含
ふく

む警
けい

報
ほう

」が発表
はっぴょう

されたとき》 

 

 

 

 

 

 

※午
ご

前
ぜん

７時
じ

において「特別
とくべつ

警
けい

報
ほう

」「暴
ぼう

風
ふう

を含
ふく

む警
けい

報
ほう

」が発表
はっぴょう

されていない場
ば

合
あい

は、特別
とくべつ

な連絡
れんらく

が

ない限
かぎ

り登
とう

校
こう

します。 状
じょう

況
きょう

をよく見
み

きわめて安
あん

全
ぜん

に十
じゅう

分
ぶん

注
ちゅう

意
い

して、学
がっ

校
こう

への到
とう

着
ちゃく

が遅
おく

れる

こともやむを得
え

ないものとします。 

《「特別
とくべつ

警
けい

報
ほう

」「暴
ぼう

風
ふう

を含
ふく

む警
けい

報
ほう

」以
い

外
がい

の警
けい

報
ほう

が発表
はっぴょう

されたとき》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《地
じ

震
しん

が発
はっ

生
せい

したとき》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお、非
ひ

常
じょう

変
へん

災
さい

の下
げ

校
こう

時
じ

に保
ほ

護
ご

者
しゃ

不
ふ

在
ざい

の場
ば

合
あい

は、各
かく

家
か

庭
てい

において緊
きん

急
きゅう

連
れん

絡
らく

先
さき

をあらかじめ決
き

め

ておくなど、緊
きん

急
きゅう

時
じ

にはお子
こ

さんがどのようにするのか普
ふ

段
だん

から話
はな

し合
あ

ってください。 

① 午
ご

前
ぜん

７時
じ

において、滋
し

賀
が

県
けん

全域
ぜんいき

もしくは湖南
こ な ん

市
し

に「特別
とくべつ

警
けい

報
ほう

」「暴
ぼう

風
ふう

を含
ふく

む警
けい

報
ほう

」が発表
はっぴょう

中
ちゅう

の場
ば

合
あい

は臨
りん

時
じ

休
きゅう

業
ぎょう

とします。 

② 登
とう

校
こう

後
ご

に「特別
とくべつ

警
けい

報
ほう

」「暴
ぼう

風
ふう

を含
ふく

む警
けい

報
ほう

」が発表
はっぴょう

された場
ば

合
あい

は、気
き

象
しょう

情
じょう

報
ほう

や安
あん

全
ぜん

に留
りゅう

意
い

しながら、下校
げ こ う

時刻
じ こ く

を早
はや

めることや学
がっ

校
こう

に待
たい

機
き

させるなどの措置
そ ち

をとる場
ば

合
あい

があり

ます。 

① 午
ご

前
ぜん

７時
じ

において、「特別
とくべつ

警
けい

報
ほう

」「暴
ぼう

風
ふう

を含
ふく

む警
けい

報
ほう

」以
い

外
がい

の警
けい

報
ほう

（大
おお

雨
あめ

、洪
こう

水
ずい

、大
おお

雪
ゆき

等
など

の警
けい

報
ほう

）の発表
はっぴょう

時
じ

は通
つう

常
じょう

通
どお

り登
とう

校
こう

します。ただし、学
がっ

校
こう

周
しゅう

辺
へん

の状
じょう

況
きょう

などによっ

ては、臨
りん

時
じ

休
きゅう

業
ぎょう

または始
し

業
ぎょう

時
じ

刻
こく

を遅
おく

らせることや終
しゅう

業
ぎょう

時
じ

刻
こく

を早
はや

めるなどの措
そ

置
ち

をとる場
ば

合
あい

があります。 

② 登
とう

校
こう

後
ご

に「特別
とくべつ

警
けい

報
ほう

」「暴
ぼう

風
ふう

を含
ふく

む警
けい

報
ほう

」以
い

外
がい

の警
けい

報
ほう

が発表
はっぴょう

された場
ば

合
あい

や、雷
かみなり

や突風
とっぷう

などの天候
てんこう

が急変
きゅうへん

した場合
ば あ い

も、気
き

象
しょう

情
じょう

報
ほう

や安
あん

全
ぜん

に留
りゅう

意
い

しながら、下校
げ こ う

を早
はや

めるこ

とや、学校
がっこう

に待
たい

機
き

させるなどの措
そ

置
ち

をとる場
ば

合
あい

があります。その場
ば

合
あい

、緊
きん

急
きゅう

連
れん

絡
らく

先
さき

に

学
がっ

校
こう

から連
れん

絡
らく

を入
い

れることがあります。 

① 登
とう

校
こう

前
まえ

に地
じ

震
しん

が発
はっ

生
せい

した場
ば

合
あい

は、生
せい

命
めい

の安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

を最
さい

優
ゆう

先
せん

に保
ほ

護
ご

者
しゃ

が自
じ

宅
たく

待
たい

機
き

させる

かどうか判
はん

断
だん

してください。学校
がっこう

より児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

の安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

、校
こう

区
く

内
ない

の被
ひ

害
がい

状
じょう

況
きょう

など

を把
は

握
あく

し、その後
ご

の対
たい

応
おう

を決
けっ

定
てい

して連
れん

絡
らく

をします。ただし、通
つう

信
しん

方
ほう

法
ほう

が遮
しゃ

断
だん

されるこ

とも予
よ

想
そう

されますので、まずは児童
じ ど う

生
せい

徒
と

の安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

を第
だい

一
いち

に行
こう

動
どう

してください。 

② 登
とう

校
こう

後
ご

に地
じ

震
しん

が発
はっ

生
せい

した場
ば

合
あい

は、通
つう

学
がく

路
ろ

の安
あん

全
ぜん

、校
こう

内
ない

の被
ひ

害
がい

状
じょう

況
きょう

などを点
てん

検
けん

し、下
げ

校
こう

を早
はや

めることや、学校
がっこう

に待
たい

機
き

させるなど適
てき

切
せつ

な措
そ

置
ち

をとります。 
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湖
こ

南
なん

市
し

提
てい

供
きょう

メール配
はい

信
しん

サービス 

「湖
こ

南
なん

タウンメール」 
 

湖
こ

南
なん

市
し

には、学校
がっこう

連絡
れんらく

・不審者
ふ し んし ゃ

情報
じょうほう

・緊急
きんきゅう

情報
じょうほう

を携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

やパソコンに配
はい

信
しん

するサービス

があります。学
がっ

校
こう

でもこのシステムを利
り

用
よう

して、保
ほ

護
ご

者
しゃ

のみなさんに緊
きん

急
きゅう

の情
じょう

報
ほう

などをメール

でお知
し

らせします。利
り

用
よう

するには、登
とう

録
ろく

が必
ひつ

要
よう

です。利
り

用
よう

上
じょう

の注
ちゅう

意
い

事
じ

項
こう

を読
よ

み、登
とう

録
ろく

方
ほう

法
ほう

にし

たがって操
そう

作
さ

すると手
て

続
つづ

きができます。登
とう

録
ろく

方
ほう

法
ほう

については各
かく

校
こう

からのお知
し

らせを見
み

てください。 

 

主
おも

な配
はい

信
しん

内
ない

容
よう

 

学
がっ

校
こう

連
れん

絡
らく

 休
きゅう

校
こう

、 行
ぎょう

事
じ

の 中
ちゅう

止
し

連
れん

絡
らく

 

不
ふ

審
しん

者
しゃ

情
じょう

報
ほう

 不
ふ

審
しん

者
しゃ

の 現
あらわ

れた地
ち

域
いき

や特
とく

徴
ちょう

 

緊急
きんきゅう

情
じょう

報
ほう

 
大雨
おおあめ

や地震
じ し ん

など自然
し ぜ ん

災害
さいがい

に関
かん

する情報
じょうほう

 

その他
た

緊急
きんきゅう

を要
よう

する情報
じょうほう

 

登
とう

録
ろく

料
りょう

 無
む

料
りょう

 

通
つう

信
しん

料
りょう

・ 

パケット通
つう

信
しん

費
ひ

 
登
とう

録
ろく

者
しゃ

負
ふ

担
たん

 

利
り

用
よう

上
じょう

の注
ちゅう

意
い

 

・絵
え

文
も

字
じ

や画
が

像
ぞう

は送
そう

信
しん

できない。 

・メール配
はい

信
しん

時
じ

にエラー発
はっ

生
せい

が３回
かい

連
れん

続
ぞく

した場
ば

合
あい

、登
とう

録
ろく

が解
かい

除
じょ

になる。 

・アドレス変
へん

更
こう

した場
ば

合
あい

 

 個
こ

人
じん

管
かん

理
り

画
が

面
めん

「５．自
じ

分
ぶん

の登
とう

録
ろく

内
ない

容
よう

を変
か

える」で、手続
て つ づ

きをする。 

 

 

 詳
くわ

し い 操 作
そうさ

方 法
ほうほう

は 、市
し

ホ ー ム ペ ー ジ (http://www. c ity.konan.shiga. j p/) 

に も 掲 載
けいさい

さ れ て い ま す 。  

 ト ッ プ ペ ー ジ 右 側
みぎがわ

の 便 利
べんり

情 報
じょうほう

ダ イ レ ク ト 湖
こ

南
な ん

タ ウ ン メ ー ル を ク リ ッ ク す

る と 見
み

ら れ ま す 。  
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  Ｊ Ｒ
じぇいあーる

の学
がく

割
わり

証
しょう

が必
ひつ

要
よう

なとき 
 
    
   学

がく

生
せい

割
わり

引
びき

乗
じょう

車
しゃ

券
けん

とは？ 
 
ＪＲから指

し

定
てい

を受
う

けた中
ちゅう

学
がく

、高
こう

校
こう

、大
だい

学
がく

などの生
せい

徒
と

・学
がく

生
せい

がＪＲを片
かた

道
みち

101キロ以
い

上
じょう

利
り

用
よう

す

る場
ば

合
あい

に、事前
じ ぜ ん

に「学校
がっこう

学生
がくせい

生徒
せ い と

旅客
りょかく

運賃
うんちん

割引証
わりびきしょう

（学割証
がくわりしょう

）」の発行
はっこう

を受
う

けると購入
こうにゅう

でき

る乗車券
じょうしゃけん

のことで、運
うん

賃
ちん

が２割
わり

引
びき

になります。10円
えん

未
み

満
まん

の端
は

数
すう

は切
き

り捨
す

てます。有
ゆう

効
こう

期
き

限
げん

は

発
はっ

行
こう

から３ヶ
か

月
げつ

です。 

    
   学

がく

割
わり

証
しょう

を発
はっ

行
こう

できる使
し

用
よう

目
もく

的
てき

 
   

・休
きゅう

暇
か

、所
しょ

用
よう

による帰
き

省
せい

 

・実
じっ

験
けん

実
じっ

習
しゅう

などの正
せい

課
か

の教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

 

・学
がっ

校
こう

が認
みと

めた特
とく

別
べつ

教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

または体
たい

育
いく

・文
ぶん

化
か

に関
かん

する正
せい

課
か

外
がい

の活
かつ

動
どう

 

・就
しゅう

職
しょく

又
また

は進
しん

学
がく

のための受
じゅ

験
けん

等
とう

 

・学
がっ

校
こう

が修学
しゅうがく

上
じょう

適
てき

当
とう

と認
みと

めた見
けん

学
がく

又
また

は行
ぎょう

事
じ

への参
さん

加
か

 

・傷
しょう

病
びょう

の治
ち

療
りょう

その他
た

修学
しゅうがく

上
じょう

支
し

障
しょう

となる問
もん

題
だい

の処
しょ

理
り

 

・保
ほ

護
ご

者
しゃ

の旅
りょ

行
こう

への随
ずい

行
こう

 

    
    申

しん

請
せい

のしかた 
   

学
がく

生
せい

割
わり

引
びき

乗
じょう

車
しゃ

券
けん

を購
こう

入
にゅう

される場合
ば あ い

は、学校
がっこう

から「学
がく

割
わり

証
しょう

申
しん

請
せい

書
しょ

」をお渡
わた

ししますので家
か

庭
てい

で記
き

入
にゅう

・捺
なつ

印
いん

していただき担
たん

任
にん

に提
てい

出
しゅつ

してください。「学
がく

割
わり

証
しょう

申
しん

請
せい

書
しょ

」を受
じゅ

理
り

したのち「学
がく

割
わり

証
しょう

」を発
はっ

行
こう

します。時
じ

間
かん

に余
よ

裕
ゆう

をもって申
しん

請
せい

してください。（小
ちい

さい用
よう

紙
し

ですので、なく

さないように気
き

をつけてください） 

（注
ちゅう

）学
がく

生
せい

割
わり

引
びき

乗
じょう

車
しゃ

券
けん

は、片
かた

道
みち

・往
おう

復
ふく

・連
れん

続
ぞく

・周
しゅう

遊
ゆう

など、目
もく

的
てき

にあった買
か

い方
かた

ができま

すが、片
かた

道
みち

ごとに買
か

う場
ば

合
あい

は「学
がく

割
わり

証
しょう

」は２枚
まい

必
ひつ

要
よう

となります。 

    
    学

がく

生
せい

割
わり

引
びき

乗
じょう

車
しゃ

券
けん

の購
こう

入
にゅう

 
  

乗
じょう

車
しゃ

前
まえ

に駅
えき

や旅行
りょこう

会社
がいしゃ

の窓
まど

口
ぐち

で「学
がく

割
わり

証
しょう

」を提
てい

出
しゅつ

して購
こう

入
にゅう

してください。 

（ 注
ちゅう

） 乗
じょう

車
しゃ

後
ご

は購
こう

入
にゅう

することはできません。 

なお、 乗
じょう

車
しゃ

中
ちゅう

は「生
せい

徒
と

手
て

帳
ちょう

」を携
けい

帯
たい

してください。 

 

  

学
がく

生
せい

割
わり

引
びき

乗
じょう

車
しゃ

券
けん

 

● 学
がく

割
わり

証
しょう

はＪＲ各
かく

社
しゃ

以
い

外
がい

の鉄
てつ

道
どう

会
がい

社
しゃ

は対
たい

象
しょう

になりません。 

● 学
がく

割
わり

証
しょう

では通
つう

学
がく

定
てい

期
き

券
けん

は買
か

えません。 

● 特
とっ

急
きゅう

券
けん

・グリーン券
けん

・寝
しん

台
だい

券
けん

等
とう

は割
わり

引
びき

になりません。 

● 往
おう

復
ふく

割
わり

引
びき

乗
じょう

車
しゃ

券
けん

（行
い

きと帰
かえ

りが同
どう

一
いつ

区
く

間
かん

、同
どう

一
いつ

経
けい

由
ゆ

で、片
かた

道
みち

の鉄
てつ

道
どう

・航
こう

路
ろ

の営
えい

業
ぎょう

キロが601キロ以
い

上
じょう

の場
ば

合
あい

、行
い

きと帰
かえ

りの運
うん

賃
ちん

がそれぞれ１割
わり

引
びき

）と、学
がく

生
せい

割
わり

引
びき

乗
じょう

車
しゃ

券
けん

と合
あ

わせて使
つか

うことができます。 
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保
ほ

健
けん

室
しつ

から 

保

ほ

健

けん

室

しつ

とは 

保
ほ

健
けん

室
しつ

は、生
せい

徒
と

の健
けん

康
こう

増
ぞう

進
しん

を図
はか

る活
かつ

動
どう

の 中
ちゅう

心
しん

となる場
ば

です。 

 生
せい

徒
と

の健
けん

康
こう

情
じょう

報
ほう

を集め
あつ

、健康
けんこう

診断
しんだん

・健康
けんこう

相談
そうだん

・保健
ほけん

指導
しどう

・ 救
きゅう

急
きゅう

処
しょ

置
ち

などを 行
おこな

います。 
 

保健室
ほけんしつ

は応

おう

急

きゅう

処

しょ

置

ち

の場

ば

です 
 

保健室
ほ け んし つ

は、応急
おうきゅう

処置
し ょ ち

や一時的
い ち じて き

な休養
きゅうよう

をするところでもあります。 

学校
がっこう

でけがをした時
とき

や体調
たいちょう

が悪
わる

くなった時
とき

に利用
り よ う

してください。 

学校
がっこう

が行
おこな

うけがの手当
て あ て

は、応急
おうきゅう

処置
し ょ ち

のみです。継続
けいぞく

するけがの手当
て あ て

や学校
がっこう

以外
い が い

でのけがは、各
かく

ご家庭
か て い

でお願
ねが

いします。 

また、学校
がっこう

では内服薬
ないふくやく

の使用
し よ う

はできませんご了 承
りょうしょう

ください。 

＊緊急
きんきゅう

の場合
ば あ い

・・・ 

 保護者
ほ ご し ゃ

に連絡
れんらく

を取
と

り、病院
びょういん

受診
じゅしん

をすることがあります。また、重 症
じゅうしょう

の場合
ば あ い

は、校長
こうちょう

の判断
はんだん

 

で救
きゅう

急車
きゅうしゃ

を要請
ようせい

します。（保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

は、すみやかに病院
びょういん

に来
き

ていただけるようお願
ねが

いします。） 

＊回復
かいふく

しないとき・・ 

 保健室
ほ け んし つ

で休
やす

んでいても（１時間
じ か ん

程度
て い ど

）回復
かいふく

しないときは、早退
そうたい

をさせます。早退
そうたい

時
じ

は原則
げんそく

と 

して保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

に、学校
がっこう

まで迎
むか

えに来
き

ていただきます。迎
むか

えが無理
む り

な場合
ば あ い

は、保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

の了解
りょうかい

を得
え

た上
うえ

で下校
げ こ う

させますが、その場合
ば あ い

は、帰宅後
き た く ご

すぐに学校
がっこう

へ連絡
れんらく

をしてください。（安全
あんぜん

に帰宅
き た く

したことを確認
かくにん

する電話
で ん わ

になります。） 

＊学校
がっこう

管理下
か ん り か

でのけが・疾病
しっぺい

については、Ｐ１０を参照
さんしょう

してください。 

 

生

せい

徒

と

の健

けん

康

こう

管

かん

理

り

 

学
がっ

校
こう

で行
おこな

う健
けん

康
こう

診
しん

断
だん

や諸
しょ

検
けん

査
さ

は、疾病
しっぺい

の診
しん

断
だん

を行
おこな

うものではなく、学校
がっこう

生活
せいかつ

を元気
げ ん き

にまた安全
あんぜん

に過
す

ごせるか、疾病
しっぺい

の疑
うたが

いがないかをみるものです。必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

は、受診
じゅしん

のお勧
すす

めをしますので、

早
そう

期
き

に医療
いりょう

機関
きかん

を受
じゅ

診
しん

してください。 

 また、心身
しんしん

の健康
けんこう

に関
かん

して健康
けんこう

相談
そうだん

も行
おこな

っています。身体
か ら だ

の不調
ふちょう

や悩
な

み等
とう

がある時
とき

は、早
はや

めに 

担
たん

任
にん

や養
よう

護
ご

教
きょう

諭
ゆ

にご相
そう

談
だん

ください。必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて、スクールカウンセラー
すくーるかうんせらー

等
とう

との面
めん

談
だん

も可
か

能
のう

です

のでお知
し

らせください。 

子
こ

どもたちの健
けん

康
こう

状
じょう

態
たい

については、各
かく

ご家
か

庭
てい

でも十
じゅう

分
ぶん

な健康
けんこう

管理
かんり

をお願
ねが

いします。 
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学
がっ

校
こう

を休
やす

むとき 

 
 
 
 

 

《特
とく

別
べつ

な状
じょう

況
きょう

での欠
けっ

席
せき

》 

 下
か

記
き

のような特
とく

別
べつ

な事
じ

情
じょう

で学
がっ

校
こう

を休
やす

む場
ば

合
あい

は、「出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

・忌
き

引
び

き等
とう

」扱
あつか

いとなり、学
がっ

校
こう

を休
やす

んでも｢欠
けっ

席
せき

｣にはなりません。下
か

記
き

にあてはまる場
ば

合
あい

は、わかり次
し

第
だい

学
がっ

校
こう

にお知
し

らせください。 

 

① 学
がっ

校
こう

感
かん

染
せん

症
しょう

と出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

期
き

間
かん

 

学
がっ

校
こう

感
かん

染
せん

症
しょう

は（学
がっ

校
こう

感
かん

染
せん

症
しょう

一
いち

覧
らん

について → Ｐ8.9 ）学
がっ

校
こう

保
ほ

健
けん

安
あん

全
ぜん

法
ほう

第
だい

１９条
じょう

の規
き

定
てい

に

より｢
「

出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

｣となります。これらにかかった場
ば

合
あい

は、証
しょう

明
めい

書
しょ

が学
がっ

校
こう

にありますので、医
い

療
りょう

機
き

関
かん

で記
き

入
にゅう

してもらい学
がっ

校
こう

に提
てい

出
しゅつ

してください。 

なお、湖
こ

南
なん

市
し

ではインフルエンザ
い ん ふ る え ん ざ

に限
かぎ

って、医
い

療
りょう

機
き

関
かん

で｢出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

｣と判
はん

断
だん

された期
き

間
かん

を保
ほ

護
ご

者
しゃ

がインフルエンザ
い ん ふ る え ん ざ

連
れん

絡
らく

用
よう

紙
し

に記
き

入
にゅう

し、学
がっ

校
こう

に提
てい

出
しゅつ

してください。（医
い

療
りょう

機
き

関
かん

で記
き

入
にゅう

し

ていただく必
ひつ

要
よう

はありません。） 

② 忌
き

引
び

きの日
にっ

数
すう

 

親
しん

戚
せき

にご不
ふ

幸
こう

があったときは、以
い

下
か

の日
にっ

数
すう

が忌
き

引
び

きとなります。 

（遠
えん

距
きょ

離
り

の場
ば

合
あい

は、実
じっ

際
さい

に要
よう

した往
おう

復
ふく

の日
にっ

数
すう

も加
くわ

わります。） 

《続
つづき

柄
がら

と忌
き

引
び

きの日
にっ

数
すう

》 

 

 

 

 

 

③ 対
たい

外
がい

運
うん

動
どう

競
きょう

技
ぎ

やコンクール
こ ん く ー る

等
とう

に参
さん

加
か

する場
ば

合
あい

 

学
がっ

校
こう

から参
さん

加
か

の場
ば

合
あい

は「出
しゅっ

席
せき

」となります。（ご家
か

庭
てい

から個
こ

人
じん

的
てき

に参
さん

加
か

される競
きょう

技
ぎ

会
かい

や

コンクール
こ ん く ー る

等
など

は対
たい

象
しょう

外
がい

です。） 

続
つづき

柄
がら

 忌
き

引
び

きの日
にっ

数
すう

 

父
ふ

母
ぼ

 ７日
か

以
い

内
ない

 

祖
そ

父
ふ

母
ぼ

 ３日
か

以
い

内
ない

 

兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

 ３日
か

以
い

内
ない

 

おじ・おば １日
にち

以
い

内
ない

 

学
がっ

校
こう

を欠
けっ

席
せき

、遅
ち

刻
こく

する場
ば

合
あい

は始
し

業
ぎょう

時
じ

までに保
ほ

護
ご

者
しゃ

から学
がっ

校
こう

へ必
かなら

ず早
はや

めの連
れん

絡
らく

をお

願
ねが

いします。 
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おもな学
がっ

校
こう

感
かん

染
せん

症
しょう

一
いち

覧
らん

 
  

第
だい

１種
しゅ

： 罹
り

患
かん

した場
ば

合
あい

は、治
ち

癒
ゆ

するまで（発生
はっせい

はまれだが重大
じゅうだい

な 感染症
かんせんしょう

） 

病
びょう

   名
めい

 出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

期
き

間
かん

 

エボラ 出
しゅっ

血
けつ

熱
ねつ

、クリミア・コンゴ 出
しゅっ

血
けつ

熱
ねつ

、痘
とう

そう、南
なん

米
べい

出
しゅっ

血
けつ

熱
ねつ

、ペスト、マールブルグ 病
びょう

、ラッサ熱
ねつ

、 急
きゅう

性
せい

灰
はい

白
はく

髄
ずい

炎
えん

、ジ

フテリア、 重
じゅう

症
しょう

急
きゅう

性
せい

呼
こ

吸
きゅう

器
き

症
しょう

候
こう

群
ぐん

(ＳＡＲＳコロナウイル

スものに限
かぎ

る) 

鳥
とり

インフルエンザ（病原体
びょうげんたい

がインフルエンザウイルスＡ属
ぞく

イン

フルエンザＡウイルスであってその血清
けっせい

亜型
あがた

がＨ５Ｎ１である

ものに限る） 

    

 

治
ち

癒
ゆ

するまで 

 

第
だい

２種
しゅ

：飛
ひ

沫
まつ

感
かん

染
せん

するもので、児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

の罹
り

患
かん

が多
おお

く学
がっ

校
こう

において 流
りゅう

行
こう

を広
ひろ

げる可
か

能
のう

性
せい

が高
たか

い

もの 

  病
びょう

名
めい

 出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

期
き

間
かん

 主
おもな

 な 症
しょう

 状
じょう

 
感染
かんせん

 

経
けい

路
ろ

 

潜
せん

伏
ぷく

 

期
き

間
かん

 

感
かん

染
せん

 

可
か

能
のう

期
き

間
かん

 

 

インフルエンザ 

（鳥
とり

インフルエン

ザ H5Ｎ1を除
のぞ

く）         

＊２  

発
はっ

症
しょう

した後
あと

5日
か

を経
けい

過
か

し、かつ解
げ

熱
ねつ

後
ご

2日
か

（幼
よう

児
じ

にあっては 3日
か

）を経
けい

過
か

するまで         

 

急
きゅう

な高熱
こうねつ

（３９～４０℃
ど

） 

頭痛
ず つ う

・関節
かんせつ

や筋肉
きんにく

の痛み
いた

 

全身
ぜんしん

倦怠感
けんたいかん

（
だ

だるいなど） 

咳
せき

・鼻水
はなみず

 

 

接触
せっしょく

 

飛
ひ

沫
まつ

 

1 ～ 5

日 

 

発
はつ

病
びょう

後
ご

 

3～5 日 

百
ひゃく

日
にち

ぜき 

＊２ 

特
とく

有
ゆう

の咳
せき

が消
き

えるま

で,又
また

は 5日
か

間
かん

の適
てき

正
せい

な

抗
こう

菌
きん

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

製
せい

剤
ざい

によ

る治
ち

療
りょう

が 終
しゅう

了
りょう

する

まで     

はじめは普通
ふつう

のかぜ症状
しょうじょう

で始
はじ

まる。 

次第
し だ い

に 特有
とくゆう

の 咳
せき

が 短く
みじか

激しく
はげ

出て
で

くる。 

【特有
とくゆう

の咳
せき

】 

コンコンという連続
れんぞく

した咳
せき

の

後
あと

、息
いき

を吸う
すう

ときにヒューとい

う笛音
ふえおと

 

接触
せっしょく

 

飛
ひ

沫
まつ

 

7～ 

10 日 

発
はつ

病
びょう

後
ご

 

28日
にち

 

麻
ま

疹
しん

(はしか)  

＊２ 
解
げ

熱
ねつ

後
ご

3日
か

を過
す

ぎるまで   

発熱
はつねつ

・咳
せき

・鼻汁
はなじる

・結膜炎
けつまくえん

（目
め

の充 血
じゅうけつ

） 

頬
ほほ

の内
うち

側
がわ

に白
しろ

い斑
はん

点
てん

(コプリ

ック斑
はん

)ができる。 

発熱
はつねつ

後
ご

４日
 か

より皮膚
ひふ

に発疹
はっしん

 

接触
せっしょく

 

飛
ひ

沫
まつ

 

10～ 

12 日 

発
ほっ

疹
しん

の出
で

る 5

日
か

前
まえ

から出
で

た後
あと

の 4日
か

間
かん

 

流
りゅう

行
こう

性
せい

耳
じ

下
か

腺
せん

炎
えん

  

(おたふく風
か

邪
ぜ

) 

＊２ 

耳
じ

下
か

腺
せん

、顎
がっ

下
か

腺
せん

又
また

は舌
ぜっ

下
か

腺
せん

の腫
しゅ

脹
ちょう

が発
はつ

現
げん

した後
あと

5
５

日
か

を経
けい

過
か

し、かつ、全
ぜん

身
しん

状
じょう

態
たい

が 良
りょう

好
こう

になるま

で 

耳
みみ

の前下部
まえかぶ

の腫れ
は

と 

痛み
いたみ

（押す
おす

と痛む
いた

） 

発熱
はつねつ

 

飛
ひ

沫
まつ

 

接 触
せっしょく

 

14～ 

18 日 

発
はつ

病
びょう

前
まえ

7日
か

から発
はつ

病
びょう

後
ご

9日
か

間
かん
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風
ふう

疹
しん

(3 日はしか) 

＊２ 
発
ほっ

疹
しん

が消
き

えるまで    

３８℃前後
ぜんご

の発熱
はつねつ

 

赤い発疹
はっしん

 

リンパ節
せつ

の腫れ
は

（耳
みみ

・首
くび

の

後ろ
うしろ

、後頭部
こうとうぶ

の下
した

など） 

接 触
せっしょく

 

飛
ひ

沫
まつ

 

10～ 

21 日 
 

水
すい

痘
とう

 

(水
みず

ぼうそう)  

＊２ 

すべての発
ほっ

疹
しん

が 

痂
か

皮
ひ

化
か

するまで          

発疹
はっしん

（紅斑
こうはん

・丘 疹
きゅうしん

・水疱
すいほう

・

膿疱
のうほう

＜膿
うみ

がたまった水疱
すいほう

＞・痂
か

皮
ひ

）が 体
からだ

に次々
つぎつぎ

と

出る
で

。 

接 触
せっしょく

 

飛
ひ

沫
まつ

 

10～ 

21 日 

発
ほっ

疹
しん

の出
で

る 1

日
にち

前
まえ

から出
で

た後
あと

の 6～7

日 

咽
いん

頭
とう

結
けつ

膜
まく

熱
ねつ

  

(プール熱
ねつ

) 

＊２ 

主
しゅ

要
よう

症
しょう

状
じょう

が 消
しょう

退
たい

した

後
あと

２
ふつ

日
か

を過
す

ぎるまで   

発熱
はつねつ

、頭痛
ず つ う

、食 欲
しょくよく

不振
ふ し ん

、の

どの痛み
いた

、結膜
けつまく

充 血
じゅうけつ

、眼痛
め つ う

、  

目や
め

に、 流
りゅう

涙
るい

など 

結膜
けつまく

接
せっ

触
しょく

 

 

気道
き ど う

 

5～ 

7 日 

発
はつ

病
びょう

後
ご

 

2～3 週 

結
けっ

核
かく

 

病
びょう

状
じょう

により学
がっ

校
こう

医
い

そ

の他
た

の医
い

師
し

において感
かん

染
せん

のおそれがないと認
みと

めるまで 

初期
しょき

は自覚
じかく

症 状
しょうじょう

なし。 

Ｘ線
せん

検査
け ん さ

で発見
はっけん

されること

が多
おお

い。 

倦怠感
けんたいかん

、寝汗
ね あ せ

、発熱
はつねつ

、咳
せき

、痰
たん

胸 痛
きょうつう

、体 重
たいじゅう

減 少
げんしょう

 

飛
ひ

沫
まつ

 

 

1～ 

2ヶ月 

 

 

治
ち

癒
ゆ

するま

で 

髄
ずい

膜
まく

炎
えん

菌
きん

性
せい

 

髄
ずい

膜
まく

炎
えん

 

病
びょう

状
じょう

により学
がっ

校
こう

医
い

そ

の他
た

の医師
い し

において感
かん

染
せん

のおそれがないと認
みと

めるまで 

発熱
はつねつ

、頭痛
ず つ う

、けいれん、識
しき

障 害
しょうがい

、髄
ずい

膜
まく

刺激
し げ き

症 状
しょうじょう

 
飛
ひ

沫
まつ

 
3～ 

 4 日 

治
ち

癒
ゆ

するま

で 

「＊２」→ 症
しょう

状
じょう

により学
がっ

校
こう

医
い

その他
た

の医
い

師
し

において感
かん

染
せん

のおそれがないと認
みと

めた場
ば

合
あい

は、この限
かぎ

りでない。 

 

第
だい

３種
しゅ

 飛
ひ

沫
まつ

感
かん

染
せん

が主
しゅ

体
たい

ではないが、学
がっ

校
こう

において流
りゅう

行
こう

を広
ひろ

げる可
か

能
のう

性
せい

があるもの 

流
りゅう

行
こう

性
せい

角
かく

結
けつ

膜
まく

炎
えん

 

病
びょう

状
じょう

により学
がっ

校
こう

医
い

その他
た

の医
い

師
し

に

おいて感
かん

染
せん

のおそ

れがないと認
みと

める

まで 

涙
なみだ

がよく出
で

る。目
め

やに、異
い

物
ぶつ

が入
はい

っている感
かん

じ。結
けつ

膜
まく

の 充
じゅう

血
けつ

。 

接 触
せっしょく

 

8～ 

14 日 

発
はつ

病
びょう

後
ご

2～ 3

週
しゅう

間
かん

 

 
急
きゅう

性
せい

出
しゅっ

血
けつ

性
せい

 

   結
けつ

膜
まく

炎
えん

 

目
め

の強い
つよ

痛み、充血
じゅうけつ

、

目やに
め

 

接 触
せっしょく

 

 

24～ 

36時間
じ か ん

 

発
はつ

病
びょう

後
ご

 

5～7日
か

 

腸
ちょう

管
かん

出
しゅっ

血
けつ

性
せい

大
だい

腸
ちょう

菌
きん

感
かん

染
せん

症
しょう

 

(O-157 など) 

激
はげ

しい腹
ふく

痛
つう

 

水
すい

様
よう

性
せい

の下
げ

痢
り

 

血便
けつべん

 

経口
けいこう

 

 

3～ 

5 日 

検
けん

便
べん

で菌
きん

が陰
いん

性
せい

化
か

するまで 

コレラ、細
さい

菌
きん

性
せい

赤
せき

痢
り

菌
きん

、腸
ちょう

チフス
ちふす

、パラチフス
ぱらちふす

、その他
た

の感
かん

染
せん

症
しょう

｛マイコプラズマ
まいこぷらずま

肺
はい

炎
えん

、溶
よう

連
れん

菌
きん

感
かん

染
せん

症
しょう

、

感
かん

染
せん

性
せい

胃
い

腸
ちょう

炎
えん

、伝染性
でんせんせい

紅斑
こうはん

＜リンゴ病＞、ヘルパンギーナ、流行性
りゅうこうせい

嘔吐
お う と

下痢症
げりしょう

など｝ 
 

＊「その他
   た

の感染症
かんせんしょう

」は、必要
ひつよう

があれば、学
がっ

校医
こうい

の意見
いけん

を聞き
き

、第
だい

３種
しゅ

の感染症
かんせんしょう

として措置
そち

をとることができ

る疾患
しっかん

。 
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学校
がっこう

でけがをしたとき 

 

◎日本
に ほ ん

スポーツ振興
しんこう

センターより、医療費
いりょうひ

の給付
きゅうふ

が受
う

けられます。 

 

日本
に ほ ん

スポーツ振興
しんこう

センターとは？ 

 

 日本
に ほ ん

スポーツ振興
しんこう

センターは、「独立
どくりつ

行政
ぎょうせい

法人
ほうじん

日本
に ほ ん

スポーツ振興
しんこう

センター法
ほう

」に基
もと

づいて設立
せつりつ

さ

れ児童
じ ど う

生徒
せ い と

の健康
けんこう

の保持
ほ じ

増進
ぞうしん

を図
はか

るため、学校
がっこう

管理下
か ん り か

における災害
さいがい

に関
かん

する医療費
い り ょう ひ

や見舞
み ま い

金
きん

の

給付
きゅうふ

を行
おこな

うなど、心身
しんしん

共
とも

に健康
けんこう

な児童
じ ど う

生徒
せ い と

の育成
いくせい

に役立
や く だ

てることを目的
もくてき

としています。 

＊学校
がっこう

管理下
か ん り か

とは、「授 業 中
じゅぎょうちゅう

・学校
がっこう

の教育
きょういく

計画
けいかく

に基
もと

づく課外
か が い

指導中
しどうちゅう

・休憩
きゅうけい

時間中
じかんちゅう

および学校
がっこう

の定
さだ

めた特定
とくてい

時間中
じかんちゅう

・通常
つうじょう

の経路
け い ろ

および方法
ほうほう

による通学
つうがく

（登
とう

下校
げ こ う

）中
ちゅう

・寄宿舎
きしゅくしゃ

にあるとき」をいう。 

 

 

申請
しんせい

の手続
て つ づ

き及び
およ

給付
きゅうふ

金
きん

支払い
しはら

方法
ほうほう

について 

 

学校
がっこう

でけがをして医療費
い り ょう ひ

がかかった場合
ば あ い

、保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

に手続
て つ づ

きに必要
ひつよう

な書類
しょるい

（『 医療
いりょう

等
とう

の

状 況
じょうきょう

』の用紙
よ う し

等
とう

 ）をお渡
わた

しします。この用紙
よ う し

に病院
びょういん

・薬局
やっきょく

で必要
ひつよう

事項
じ こ う

を記入
きにゅう

していただき、

学校
がっこう

に提出
ていしゅつ

してください。学校
がっこう

からセンターに申請
しんせい

します。給付
きゅうふ

が決定
けってい

されるまでに、数ヶ月
す う かげ つ

か

かりますのでご了 承
りょうしょう

ください。 

 治療
ちりょう

が翌月
よくげつ

にかかる場合
ば あ い

や病院
びょういん

を変わられた場合
ば あ い

は、新
あら

たに用紙
よ う し

をお渡
わた

ししますので、お知
し

ら 

せください。 

なお、平成
へいせい

２９年度
     ねんど

より災害
さいがい

給付
きゅうふ

金
きん

の支払
しはらい

方法
ほうほう

が、現金
げんきん

支払い
しはら

から振込
ふりこみ

（学校
がっこう

に登録
とうろく

していた

だいている保護者
ほごしゃ

の口座
こうざ

への振り込
 ふ      こ

み）に変更
へんこう

されました。原則
げんそく

、口座
こうざ

振込
ふりこみ

ですが、口座
こうざ

登録
とうろく

の

ない方
かた

や登録
とうろく

口座
こうざ

への振り込み
 ふ   こ

が都合
つごう

の悪い
わる

方
かた

は、今
いま

までどおり学校
がっこう

を通じて
つう

現金
げんきん

での給付
きゅうふ

支払
しはらい

を行います
おこな

。 

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

ともに、1年生
ねんせい

入学
にゅうがく

時
じ

に『加入
かにゅう

同意書
ど う いし ょ

』とあわせて『口座
こ う ざ

への振り込み
 ふ    こ

同意書
どういしょ

』を

ご記入
 き にゅ う

いただきます。 

 

 

給付
きゅうふ

の対象
たいしょう

となる管理下
か ん り か

と災害
さいがい

の範囲
は ん い

 

 

学校
がっこう

の管理下
か ん り か

で起
お

こったけがや給 食
きゅうしょく

による中毒
ちゅうどく

・その他
た

の疾病
しっぺい

（ガス中毒
ちゅうどく

、溺
でき

水
すい

、熱 中 症
ねっちゅうしょう

、

漆
うるし

等
とう

による皮膚炎
ひ ふ え ん

など法令
ほうれい

で定
さだ

めるもの）の医療費
い り ょう ひ

、またこれらのけがや疾病
しっぺい

が治
なお

った後
あと

に障害
しょうがい

が残
のこ

ったときの障害
しょうがい

見舞
み ま い

金
きん

、けがまたは疾病
しっぺい

に直接
ちょくせつ

起因
き い ん

する死亡
し ぼ う

に対
たい

する死亡
し ぼ う

見舞
み ま い

金
きん

が給付
きゅうふ

さ

れます。 

 



 - 11 -

→けが・疾
しっ

病
ぺい

 

 ＊学校
がっこう

の管理下
か ん り か

で起
お

こったもので、医療費
い り ょう ひ

総額
そうがく

が５，０００円
えん

（診療点
しんりょうてん

数
すう

５００点
てん

）以上
いじょう

のも

ののみ、給付
きゅうふ

の対象
たいしょう

となります。 

 

★ 災害
さいがい

共済
きょうさい

給付
きゅうふ

を受
う

ける権利
け ん り

は、その給付
きゅうふ

事由
じ ゆ う

が生
しょう

じた日
ひ

から２年間
ねんかん

です。 

  この間
あいだ

に請求
せいきゅう

しないと時効
じ こ う

によって請求権
せいきゅうけん

がなくなります。 

★ 同一
どういつ

の災害
さいがい

の負傷
ふしょう

又
また

は疾病
しっぺい

についての医療費
い り ょう ひ

の給付
きゅうふ

は、初診
しょしん

から最長
さいちょう

10年間
ねんかん

行
おこな

われます。 

★ 生活
せいかつ

保護法
ほ ご ほ う

による保護
ほ ご

を受
う

けている世帯
せ た い

の児童
じ ど う

生徒
せ い と

にかかる災害
さいがい

については医療費
い り ょう ひ

の給付
きゅうふ

は

行
おこな

いません。 

★ 「ひとり親
おや

（母子
ぼ し

、父子
ふ し

）家庭
か て い

医療費
い り ょう ひ

助成
じょせい

制度
せ い ど

」（通称
つうしょう

まる福
ふく

）使用
し よ う

の場合
ば あ い

は、市
し

の担当課
た ん とう か

か

ら後日
ご じ つ

、給付
きゅうふ

金
きん

の返還
へんかん

を請求
せいきゅう

される場合があります。 

（医療費
い り ょう ひ

の 1割
わり

は、災害
さいがい

見舞
み ま い

金
きん

として受
う

け取
と

っていただけます。） 

★ 損害
そんがい

賠償
ばいしょう

を受
う

けたときや、他
た

の法令
ほうれい

の規定
き て い

による給付
きゅうふ

等
とう

を受
う

けたときは、その受
う

けた価額
か が く

の

限度
げ ん ど

において、給付
きゅうふ

は行
おこな

われません。 

★ 第三者
だいさんしゃ

の加害
か が い

行為
こ う い

による災害
さいがい

で、その加害者
か が いし ゃ

からの損害
そんがい

賠償
ばいしょう

を受
う

けたとき（対自動車
たいじどうしゃ

交通
こうつう

事故
じ こ

など）、給付
きゅうふ

の対象
たいしょう

にならないことがあります。 

 

共済
きょうさい

掛金
かけきん

額
がく

（年額
ねんがく

） 

 

 平
へい

成
せい

３０年度
ね ん ど

の場合
ば あ い

  ９４５円
えん

 

       （金額
きんがく

については、次
じ

年度
ね ん ど

以降
い こ う

変動
へんどう

する場合
ば あ い

があります） 

内訳
うちわけ

 保護者
ほ ご し ゃ

負担
ふ た ん

額
がく

５５２円
えん

（湖南
こ な ん

市
し

教育
きょういく

委員会
い い んか い

負担
ふ た ん

額
がく

 ３９３円
えん

） 

   各学校
かくがっこう

の徴 収
ちょうしゅう

方法
ほうほう

にしたがって保護者
ほ ご し ゃ

負担
ふ た ん

額
がく

をお支払
し は ら

いください。転校
てんこう

されましても、

日本
に ほ ん

国内
こくない

の学校
がっこう

においては年度中
ねんどちゅう

は有効
ゆうこう

になります。 
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  就
しゅう

学
が く

援
え ん

助
じ ょ

制
せ い

度
ど

 
    

    就
しゅう

学
がく

援
えん

助
じょ

制
せい

度
ど

の目
もく

的
てき

 
 

湖
こ

南
なん

市
し

では経
けい

済
ざい

的
てき

な理
り

由
ゆう

でお子
こ 

さんを 小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に 就
しゅう

学
がく

させるのにお困
こま

りの
かた

方に
たい

対して、学
がく

用
よう

品
ひん

費
ひ

や 給
きゅう

食
しょく

費
ひ

など学
がっ

校
こう

での学
がく

習
しゅう

に必
ひつ

要
よう

な費
ひ

用
よう

の一
いち

部
ぶ

を援
えん

助
じょ

する事
じ

業
ぎょう

を 行
おこな

っています。 
    

   援
えん

助
じょ

を受
う 

けることのできる方
かた

 
   

☆生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
 う 

けている世
せ

帯
たい

  

☆ 住
じゅう

民
みん

税
ぜい

が非
ひ

課
か

税
ぜい

または減
げん

免
めん

措
そ

置
ち

を受
う 

けている保
ほ

護
ご

者
しゃ

  

☆児
じ

童
どう

扶
ふ

養
よう

手
て

当
あて

の支
し

給
きゅう

を受
う 

けている保
ほ

護
ご

者
しゃ

  

☆その他
た

生活
せいかつ

困窮者
こんきゅうしゃ

など 

前
ぜん

年
ねん

 (１月
がつ

～１２月
がつ

)における世帯
せ た い

の総
そう

所
しょ

得
とく

が一
いっ

定
てい

の基
き

準
じゅん

以
い

下
か

である世
せ

帯
たい

 
    

    受
う 

けられる援
えん

助
じょ

の内
ない

容
よう

 
   

認
にん

定
てい

されると
つぎ

次に該
がい

当
とう

する項
こう

目
もく

の実
じっ

費
ぴ

または一
いち

部
ぶ

が支
し

給
きゅう

されます。 

  ・学
がく

用
よう

品
ひん

費
ひ

 

・新
しん

入
にゅう

学
がく

学
がく

用
よう

品
ひん

費
ひ

(4月
がつ

1
つい

日
たち

認定
にんてい

の1年生
ねんせい

対
たい

象
しょう

。ただし前
ぜん

年度
ね ん ど

に新
しん

入
にゅう

学
がく

準
じゅん

備
び

費
ひ

の支
し

給
きゅう

を受
う

けた方
かた

は 

支
し

給
きゅう

されません。) 

・校
こう

外
がい

活
かつ

動
どう

費
ひ

 （限
げん

度
ど

額
がく

有
あり

） 

・ 修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

費
ひ

（限
げん

度
ど

額
がく

有
あり

） 

・ 給
きゅう

食
しょく

費
ひ

 

・学
がっ

校
こう

病
びょう

の医
い

療
りょう

費
ひ

 

・新
しん

入
にゅう

学
がく

準
じゅん

備
び

費
ひ

（小
しょう

学
がっ

校
こう

6年生
ねんせい

のうち翌
よく

年
ねん

度
ど

に湖
こ

南
なん

市
し

立
りつ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

および滋
し

賀
が

県
けん

立
りつ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に進
しん

学
がく

する人
ひと

） 

 （生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
う

けている世
せ

帯
たい

は、修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

費
ひ

と医
い

療
りょう

費
ひ

のみ支
し

給
きゅう

対
たい

象
しょう

） 

   ※医
い

療
りょう

費
ひ

 ･･･ 学
がっ

校
こ う

の健
けん

康
こう

診
しん

断
だ ん

で、学
がっ

校
こう

病
びょう

の治
ち 

癒
ゆ

勧
かん

告
こく

通
つう

知
ち

を受
う

けた児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

の治
ち

療
りょう

に 
よう

要する費
ひ

用
よう

 

    ※学
がっ

校
こう

病
びょう

 ･･･ う歯
し

（虫
むし

歯
ば

）･ 中
ちゅう

耳
じ

炎
えん

･慢
まん

性
せい

副
ふく

鼻
び

腔
くう

炎
えん

･結
けつ

膜
まく

炎
えん

･トラコーマ・アデノイド･ 

寄
き

生
せい

虫
ちゅう

病
びょう

・とびひ･白
はく

癬
せん

菌
きん

や疥
かい

癬
せん

虫
ちゅう

による皮
ひ

膚
ふ

疾
しっ

患
かん

および化
か

膿
のう

している皮
ひ

膚
ふ

炎
えん

 
    

    申
しん

請
せい

の方
ほう

法
ほう

 
  
・申

しん

請
せい

書
しょ

は各
かく

小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

、 教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

課
か

（西
にし

庁
ちょう

舎
しゃ

２階
かい

）にあります。 
・児

じ

童
どう

生
せい

徒
と

の在
ざい

籍
せき

しておられる学
がっ

校
こう

ごとに記入
きにゅう

して、期
き

日
じつ

までに学校
がっこう

へ提
てい

出
しゅつ

してください。 

・申
しん

請
せい

手
て

続
つづ

きは毎
まい

年
とし

必
ひつ

要
よう

ですので、継
けい

続
ぞく

される場
ば

合
あい

も
わす

忘れないようにしてください。 

年
ねん

度
ど

途
と

中
ちゅう

に 就
しゅう

学
がく

援
えん

助
じょ

の必
ひつ

要
よう

が 生
しょう

じた場
ば

合
あい

はその時
じ

点
てん

で申
しん

請
せい

してください。 

・
ぜい

税の申
しん

告
こく

をされていない場
ば

合
あい

は申
しん

請
せい

書
しょ

を受
うけ

付
つけ

できません。必
かなら

ず申
しん

告
こく

を済
す

ませておいてください。 

・認
にん

定
てい

審
しん

査
さ

後
ご

、 教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

より認
にん

定
てい

結
けっ

果
か

を通
つう

知
ち

します。（４
がつ

月に申
しん

請
せい

した場
ば

合
あい

７
がつ

月 上
じょう

旬
じゅん

頃
ごろ

） 
 

    支
し

給
きゅう

の方
ほう

法
ほう

   

・支
し

給
きゅう

は、学期
が っ き

ごと（７
がつ

月、１２
がつ

月、３
がつ

月）に申請
しんせい

時
じ

に指
し

定
てい

された口
こう

座
ざ

へ振
ふ

り込
こ

みます。 

ただし、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

費
ひ

、学
がっ

校
こう

徴
ちょう

収
しゅう

金
きん

等
とう

に未
み

納
のう

が生
しょう

じた場
ば

合
あい

は、学
がっ

校
こう

を通
つう

じて支
し

給
きゅう

します。 

  ※
くわ

詳しいことは、 教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

課
か

（ＴＥＬ77－7011）までおたずねください。 



「在学証明書
ざいがくしょうめいしょ

」

「教科書証明書
きょうかしょしょうめいしょ

」　を受
う

け取
と

ります。

「氏
し

名
めい

ゴム印
いん

」

住所変更
じゅうしょへんこう

（住民異動
じゅうみんいどう

）の手
て

続
つづ

きをします。

「転入学通知書
てんにゅうがくつうちしょ

」を受
う

け取
と

ります。

「転入学通知書
てんにゅうがくつうちしょ

」

「在学証明書
ざいがくしょうめいしょ

」

「教科書証明書
きょうかしょしょうめいしょ

」　　　を提
てい

出
しゅつ

します。

「氏
し

名
めい

ゴム印
いん

」

※詳
くわ

しいことは湖南市教育委員会学校教育課
こなんしきょういくいいんかいがっこうきょういくか

（７７－７０１１）へおたずねください。

 　　(書類
しょるい

と一緒
いっしょ

に転出先
てんしゅつさき

へ送
おく

る学校
がっこう

もあります。）

引
ひ

っ越
こ

しされるとき（転
て ん

校
こ う

について）

在
ざい

籍
せき

している学校
がっこう

へ転
てん

出
しゅつ

の連
れん

絡
らく

をします。

給食費
きゅうしょくひ

・学級費
がっきゅうひ

・積立金
つみたてきん

の精
せい

算
さん

をしますので、いつ、どこへ引
ひ

っ越
こ

し

(転
てん

出
しゅつ

)するのかを早
はや

めにお知
し

らせください。

市
し

民
みん

課
か

（東庁舎
ひがしちょうしゃ

）または

市
し

民
みん

課
か

分室
ぶんしつ

（西庁舎
にしちょうしゃ

）へ住所変更
じゅうしょへんこう

についての届出
とどけで

をします。

転出先
てんしゅつさき

の学校
がっこう

で手
て

続
つづ

きをします。

一定
いってい

の条件
じょうけん

を満
み

たして

いる必要
ひつよう

があります。

学校教育課
がっこうきょういくか

にご相談
そうだん

ください。

転出先市町村
てんしゅつさきしちょうそん

の市
し

民
みん

課
か

等
とう

へ行
い

きます。

転出先
てんしゅつさき

の教育委員会
きょういくいいんかい

へ行
い

きます。

湖南市教育委員会学校教育課
こなんしきょういくいいんかいがっこうきょういくか

（西庁舎
にしちょうしゃ

）へ行
い

きます。

どうしても現在
げんざい

の学校
がっこう

に通
かよ

い続
つづ

けた

いとき（区域外
くいきがい

就学
しゅうがく

）など

「転出学通知書
てんしゅつがくつうちしょ

」

 を受
う

け取
と

ります。

学級担任
がっきゅうたんにん

に新
あたら

しい住所
じゅうしょ

を連絡
れんらく

してください。

(緊急連絡先
きんきゅうれんらくさき

が変
か

わる

場
ば

合
あい

はあわせてご連絡
れんらく

ください。)

在籍
ざいせき

している学校
がっこう

の校
こう

区
く

内
ない

に引
ひ

っ越
こ

しされるとき。

在籍
ざいせき

している学校
がっこう

の校
こう

区
く

外
がい

に引
ひ

っ越
こ

しされるとき。

在籍
ざいせき

している学校
がっこう

へ

「転出学通知書
てんしゅつがくつうちしょ

」を提
てい

出
しゅつ

します。
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